動産質権設定金銭貸借契約書

株式会社山田工業を甲とし、株式会社田中商会を乙として、金銭の消費貸借及び質権の設定に関して、次のとおり契約を締結した。

第１条　債務者乙は金＊＊円を質権者甲から借り受けてこれを受け取った。

第２条　前条の金＊＊円の弁済期は平成＊＊年＊＊月＊＊日とする。

第３条　第１条の貸金の利息は、年＊＊％とし、毎月末日これを甲に支払うものとする。

第４条　債務弁済の場所は弁済のときの質権者の住所とする。

第５条　債務者が＊ヶ月以上第３条の利息の支払を怠った場合は、第２条の期限の利益を失い残金を一時に支払うこと。

第６条　債務者はその債務履行を担保するため、その所有である下記の動産に質権を設定し、質権者はその引渡を受けた。

１、＊＊＊＊＊＊＊

２、＊＊＊＊＊＊＊

第７条　前条の質権は元本及び利息ほか、債務の不履行により生ずる損害の賠償、質権実行の費用及び質物保存の費用を担保する。

第８条　第６条の質物を還付する場所は、その当時、質物が現に存在する場所とする。

上記契約の成立を証するため、本書２通を作成し、各自署名押印して、それぞれ１通を所持する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

東京都＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

債権者及び質権者（甲）株式会社山田工業

　　　　　　　　　　　　                               代表取締役　山田太郎　印

東京都＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

債務者（乙）株式会社田中商会

　　　　　　　                                         代表取締役　田中五郎　印
